
      
 

 
かしこく  なかよく  元気よく 

～学び合い、高め合い、ふるさとと共に歩む中和っ子～ 

旭市立中和小学校  令和６年２月１５日  NO．１８ 

 

 

2月は、1日 1日が格別早く進んでいくように感じます。うるう年とは言え、3連休が 2

回もあることや、例年以上に気温の上昇が早く、日中のぽかぽか天気のためでしょうか。 

近隣の小中学校では「コロナウイルス感染症」「インフルエンザＢ型」などの影響を強く受

け、児童も職員も影響を受けているそうです。しかし、中和小学校のグラウンドは、子供た

ちの歓声でいっぱいです。縦割りグループによる長縄練習。大谷グローブをはめてのボール

投げ。低学年と高学年が一緒になってのサッカーや鬼ごっこなど、元気に遊びまわる児童の

姿、そして、一緒に汗を流す職員の姿が見られます。児童も、職員も「元気が一番」です。 

学校保健員会を開催しました。 
学校保健委員会は学校における健康に関する課題を研究協議し、健康づくりを推進するた

めの組織です。本年度は、第 1 部として 5・6 年生児童と参観保護者による「心肺蘇生法」

の体験（講師：日本赤十字 千葉支部 加瀬 秀樹先生）を行いました。二人一組になって

の心臓マッサージやＡＥＤ（自動体外式除細動器）の装着など、救命行動を丁寧に学ぶとと

もに、命を救う行動は自分がまず動くことが大切であることを学びました。 

第 2部は保護者、養護教諭、体育主任、校長、教頭、そして、講師の加瀬先生にも参加い

ただき、本校の課題である「体力向上」についての意見交換を行いました。学校ができる取

組としては、「運動に触れる機会を意図的に作ること」「全校外遊びの実施」などの意見が出

されました。家庭でできる取組では、「少しの雨でも自家用車で送ってしまうので、なるべく

歩いて登校させたい」などの意見が上がりました。学校と保護者が学校の課題を共有し、そ

れぞれの立場でできる実践を考え、意見交換する貴重な機会となりました。詳しくは保健だ

より特別号をご覧ください。 

【参加した児童の感想】 

 

 

心臓マッサージは、本当に腕がきつくて大変でした。でも、命を救

うためには、やらなければならない！！と頑張りました。 

健康の大切さを感じました。もし、目の前で誰かが倒れたら、まず、人を

呼んで、それから、心臓マッサージをします。ためらわずやります。 



頑張っています 中和っ子（２月の行事・学習より） 

【環境保全及び美化の推進に関する標語・ポスター 入賞者】         
 

      

 

 

     

   

【防火ポスター展 入賞者】  

  

 

 

 

 

【千葉県小中高書初め展覧会 入賞者】  

   

標語の部 優秀賞 ６年  石毛 さん 

優良賞 ６年 椎名 さん  

６年 小又 さん 

ポスターの部 最優秀賞 ６年 椎名 さん 

優秀賞 ５年 長谷川さん 

千葉県消防設備協会長賞 ５年  玉田 さん 

銅 賞 5年 髙木 さん 

４年 髙木 さん 

４年 岩﨑 さん 

書星会賞 ６年 岩﨑 さん 

５年  玉田 さん 

６年生 ピーススタッフによる 
平和教育 （社会科） 

 戦時中・戦後の旭市にあった

実際の惨劇やそのころの生活の

様子、学校の様子をピーススタ

ッフに教わりました。 

６年生 ジャガイモを使った 
調理実習 （家庭科） 

 ジャガイモの皮をむくのは大
変。ゆでて、つぶして、形を作
り、おいしいお芋料理が完成し
ました。調理の後は、給食と一
緒にいただきました。 

４年生 面積の学習 
 1ａ（1アール）の大きさ （算数） 
面積の学習は、4年生の算数

でも難しいところです。1辺が
１０ｍの正方形、１ａの大きさ
をグラウンドにかき、実際にそ
の大きさを体感しました。 

５年生 中和地区福祉協議会の方々との交流会（総合的な学習の時間） 
 中和地区福祉協議会の 6 名をお迎えして、交流会を実施しました。

最初は、スカットボール（協議会より寄贈）を楽しみました。後半は、

グループに分かれて福祉の大切さについて話し合いました。 

 昨年度から始まったこの交流をこれからも大切にしていきたいと考

えます。 

１年生 昔遊び体験（生活科） 
めんこに、竹とんぼ、凧揚げ

など、昔の遊びをおうちの方か
ら教わりました。コマのひもを
上手にまけるようになったり、
遊びのルールを教わったりと、
楽しい時間を過ごしました。 

おめでとう 

ございます 


